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「エコマークコ ミ ュニケーシ ョ ンフ ォーラム」 を開催しました

２月２日、消費者、事業者、 その他のステークホルダーが集 う コ ミ ュニケーシ ョ ンの場と して、「エコ

マーク コ ミ ュニケーシ ョ ン フ ォーラム」 を開催し ま し た。

　本イベン ト では、 エコ マーク制度と して初の試みと なる 「エコ マークアワード ２０１０」 の表彰式と受

賞者に よ る取 り 組み紹介のほか、 マーケテ ィ ング と 消費者コ ミ ュニケーシ ョ ンの観点か ら、筑波大学

大学院ビジネス科学研究科教授 西尾チヅル氏にご講演いただき ま し た。

　多 く の皆様のご来場、誠にあ り がと う ございま した。

エコ マークアワー ド

（金賞） の ト ロ フ ィー

「エコ マークアワー ド ２０１０」 受賞者による記念撮影

エコマーク ニュース
Eco Ma rk N ews

2011.2.25 No.83
エ コマークは (財)日本環境協会が自主的に運営し ている事

業です。エコマークの活動予算は、すべて認定企業の皆様か

らのエ コマーク使用料および商品認定申込者の皆様からの

商品認定審査料でまかなわれています。 「エコマークニュー

ス」 では、 「エコマーク事業実施要領」 に基づき、 エコマーク

事業に関する情報を提供し ています。
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「エコマークアワード ２０１０」 表彰式

　 フ ォーラ ムの前半では、 「エコマーク アワード ２０１０」 の表彰式を行いま し た。 エコマーク アワード は、 エコマー

ク で初めての取 り 組み と し て今年度創設された表彰制度で、 「エコマーク商品をはじめ と する環境配慮型商品の製

造・販売あ るいは普及啓発を通じ た、 企業・団体の優れた取 り 組みを表彰する」 ものです。 記念すべき第１回受賞者

と活動のタ イ ト ル、 表彰式での受賞者の喜びの声をご紹介し ます。 受賞者の皆様、 おめで と う ございま し た。

　 各賞の受賞理由は、 当日配布のパンフ レ ッ ト （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｆｏｒｕｍ２０１０/ｐｄｆ/ｆｏｒｕｍ２０１０.ｐｄｆ） に

掲載し ています。

特別報告 「エコマークコミュニケーションフォーラム」開催

●金 賞

■株式会社エフ ピ コ

エフ ピ コ方式によ る 「 ト レー ｔｏ ト レー」 の リ サイ クル

「２０数年間にわた り リ サイ クルに取 り 組んできて、 このよ う な賞をいただ く

こ と ができ感動し ています。 こ う し た活動を進めて き て よかった と思ってい

ます。今後さ ら に取 り 扱い量を増やし、 リ サ イ ク ルを広げてい こ う と 思って

います。」

●銀 賞　 （五十音順）

■味の素ゼネラルフーヅ株式会社

エ コ マー ク を活用し た 「ＡＧＦ 袋入 り 詰め替え タ

イ プ」 商品の環境イ メ ージ

向上の取 り 組み

「２００９ 年にエコマーク の認

定を取得し て以降、 様々な

機会を通じ てエ コ マーク商

品を推奨し て き ま し た。 こ

のよ う な形で受賞でき、 う

れし く 思っています。」

■コ ク ヨ Ｓ＆Ｔ 株式会社

コ ク ヨ Ｓ＆Ｔ(株) におけるエコマーク認定商品拡大

のあゆみ

「これまで一生懸命取 り 組

んで き て よ か っ た と 思い

ます。 こ の喜びを社員全

員で共有 し 、 今後 さ ら に

環境配慮商品の拡大に取

り 組んでい き たい と 思っ

ています。」

■株式会社エコ リ カ

使用済みイ ン ク カー ト リ ッ ジの リ ユース ・ リ サイ

クル事業について

「 こ の よ う な立派な賞を

いただ く こ と がで き、 大

変う れし く思っています。

今後も広報活動において

エコ マーク を積極的に活

用し ていき たい と 考えて

います。」

■株式会社チクマ

循環型社会～低炭素社会形成に向けたエコマーク

認定商品の普及と ＩＳＯ環境

ラベル商品の販売

「ユニフォームの製造・販売

を行 う 企業 と し て、環境保

全に向け、で き る こ と か ら

始める こ と が大事だ と心得

てお り ます。 本日はど う も

あ り がと う ございま した。」
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●奨励賞　 （五十音順）

■株式会社おぎそ

リ サイ クル高強度磁器食器の製造 ・ 販売事業

「資源の保全 と 有効活用に向け、 割れた食器を全

国から回収して再び食器

を作 り 、 年間１００万個を

出荷し ています。今後も

焼き物産業をよろし く お

願いいた し ます。」

■全国漁業協同組合連合会

貝殻の有効利用で漁業者と 共に豊かな里海づ く り

～貝殻人工魚礁 ＪＦ シェルナース～

「第１回の記念すべき時にこの賞をいただき、 大変

感激し ています。漁業 と

環境は密接 な 関係に あ

り 、 今後も しっか り と対

応し てい こ う と決意を新

たにし ま した。」

■キヤノ ンマーケテ ィ ングジャパン株式会社

お客さ ま と と も に取 り 組むラ イ フサイ クル全体で

の環境負荷低減活動

「１９９０ 年から エコマーク の認定に取 り 組み、 日本

の環境活動の老舗であ る

日本環境協会の第 １ 回の

賞を受賞で き光栄です。

来年は、 よ り 上の賞を目

指し頑張 り ます。」

■株式会社丸山製作所

消火器のエコマーク  再生消火薬剤使用

「日本で最初に消火器をつく った メ ーカーと し て、

こ の賞をいただいた こ と

を励みに、 今後も環境に

配慮し た製品の開発に一

層力を入れていき たい と

思います。」

講演 「環境配慮商品のマーケテ ィ ングと消費者コ ミ ュニケーシ ョ ン」

――筑波大学大学院 ビジネス科学研究科教授 　 西尾チヅル氏

　 エ コ マーク ア ワー ド の表彰式に続き、 筑波大学大学院ビジネ ス科学研究科教授 西尾

チヅル氏よ り 「環境配慮商品のマーケテ ィ ング と消費者コ ミ ュ ニケーシ ョ ン」 と題し て

ご講演いただき ま し た。

　 消費者のエコ ロジー意識の特徴を紹介する と と もに、環境配慮商品の消費者への受容性

を高める ためのコ ミ ュニケーシ ョ ンのあ り方について、環境配慮商品普及におけるエコマ

ークの果たすべき役割を交えてお話いただきま した。会場からは、非常に参考になった、

消費者と のコ ミ ュニケーシ ョ ンについて理解を深められた、 などの声が聞かれま し た。

◆金賞および銀賞受賞団体のプレゼンテーシ ョ ンな らびに講演の資料は、 ホームページ

にてご覧いただけます。 （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｆｏｒｕｍ２０１０.ｈｔｍｌ）

筑波大学大学院教授

西尾チヅル氏

エコマーク年次活動報告

　 プロ グ ラ ムの最後に、 エコマーク事務局長 宇野 治よ り ２０１０年度の活動報告を行いま し た。 ２０１０年度に制定さ

れた ４ 分野の認定基準 と その認定商品の紹介、 韓国 と の相互認証の推進、 エコマーク の表示方法の追加について報

告を行い、 今後の展開について報告し ま し た。

 エコマーク では、 消費者および事業者の皆様と のコ ミ ュニケーシ ョ ンを重視し、 来年度以降もエコマーク アワー

ド の実施と コ ミ ュニケーシ ョ ンフ ォーラ ムの開催を予定し ています。 引き続きエコマークへのご理解、 ご協力をお

願いいた し ます。 （来年度のエコマークアワードの詳細はホームページ、 メールマガジン等でお知らせいたします。）
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新 認定商品のご紹介

まほうびん等のエ コマーク認定と環境に配慮し たライフスタ イルの広がり

　 近年、 外出時に保温機能を持つ携帯用ボ ト ルや弁当

用ジ ャーなど を利用する人が増えてお り 、 環境の視点

も 含めた ラ イ フ ス タ イ ル と し て広が り を見せてい ま

す。 断熱機能によ り 電気やガス を使用せずに保温 ・ 保

冷ができ る まほ う びん、 弁当用ジ ャー、 保温調理器な

どは、 エネルギー消費抑制や ＣＯ２ 排出削減に寄与す

る ものであ り 、 これら の商品の利用促進を通じ て環境

マイ ン ド を喚起し環境負荷の低減を図る こ と を目的と

して、 エコマーク では２０１０年９月に新規商品類型Ｎｏ.

１４６ 「まほ う びんＶｅｒｓｉｏｎ１.０」 を制定し ま し た。 これ

を受け ３社の商品がエコマークの認定を取得し ま した。

■「マイボトルキャンペーン」 を展開

――象印マホービン(株)

　 象印マホービン(株) では、 真空断熱技術を用いたま

ほ う びん等の商品の開発 ・ 販売を行 う と と もに、 マイ

ボ ト ルを携帯する こ と によ る環境への貢献と健康的な

ラ イ フ ス タ イ ルを提案する 「マ イ ボ ト ルキ ャ ンペー

ン」 を ２００６年４月から展開し、 携帯用まほ う びん （ス

テン レ スボ ト ル） の利用促進に努めて き ま し た。 こ う

し た取 り 組みを踏まえ、 卓上用まほ う びん、 携帯用ま

ほ う びん、 弁当用ジ ャーについてエコマーク の認定を

取得し ま し た （認定番号 １０ １４６ ００１～００３）。

　 携帯用まほ うびんに関しては、「ＳＬｉＴ （Ｓｕｐｅｒ Ｌｉｇｈｔ

 ＆ Ｔｈｉｎ） 設計」 によ り 、 真空層を約１ｍｍにする こ と

を可能にし、 商品の軽量 ・ コ ンパク ト 化を実現し ま し

た。 これによ り 使用部材の節減が図られる と と も に、

利用者に と っての携帯性も向上し ま し た。

　 同社では今後 「ＳＬｉＴ設計」 を さ ら に推し進め、 よ り

軽量・コ ンパク ト な商品の開発に努める と と もに、 「マ

イボ ト ルキ ャ ンペーン」 の継続によ り 環境に配慮し た

ラ イ フ ス タ イルの拡大に結びつけてい く 考えです。

◆象印マホービン(株) の

ウ ェブサイ ト

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｚｏｊｉｒｕｓｈｉ.

ｃｏ.ｊｐ/

■「おし ゃれでエコなマイボトル」 の普及を促進

――タ イガー魔法瓶(株)

　 タ イ ガー魔法瓶(株) では、 エコ推進活動の一環と し

て 「マイボ ト ル」 の使用を推奨し てお り 、 スポーツ イ

ベン ト や野外ラ イブイベン ト などで積極的な情報発信

を続けています。 また、 フ ァ ッ シ ョ ン イベン ト におい

て も ステン レ スボ ト ルの出展を行い、 「おし ゃれでエ

コなマイボ ト ル」 の普及に努めています。

　 本商品類型の制定を受け、 同社では卓上用まほ う び

ん、 ア ウ ト ド ア用ステン レ スボ ト ル、 まほ う びん弁当

箱シ リ ーズ、 保温調理鍋 （まほ う なべ） に関し認定を

取得し ま し た （認定番号１０ １４６ ００４～００７）。 製品の

開発にあたっては、 軽量 ・ コ ンパク ト 性と保温 ・ 保冷

性能の両立を追求する と と もに、 ボ ト ル内面のスーパ

ーク リ ーン加工や本体底面のレーザー加工等、 使い勝

手や手入れなどの面にも配慮し ています。

　 タ イガー魔法瓶(株) では、引き続き スポーツや音楽、

フ ァ ッ シ ョ ン等のイベン ト における 「マイボ ト ル」 の

使用促進に取 り 組むと と もに、 エコマーク認定商品の

認知度向上に努めてい く 考えです。

◆タ イガー魔法瓶(株) のウ ェブサイ ト

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｔｉｇｅｒ.ｊｐ/

■エコ ノ ミー＆エコロジーを追求――サーモス(株)

　 サーモス(株) では、 エコ ノ ミ ー＆エコ ロ ジー と い う

２ つの視点か ら 、 消費者に対 し て ま ほ う びんの利便

性、 有用性をアピールし て き ま し た。 また、 ウ ェブサ

イ ト を通じ て 「全国マイボ ト ル宣言」 のキ ャ ンペーン

を実施し、 全国の消費者から の メ ッ セージや意思表明

の募集 ・ 紹介を行 う など、 マイボ ト ルユーザーの拡大

と啓発に取 り 組んでいます。

　 今回のエコマーク認定取得においては、 携帯用まほ

う びん、 卓上用まほ う びん、 弁当用ジ ャー、 保温調理

エコマーク認定のタ イガー魔法瓶(株) 「まほうびん弁当箱」

エコマーク認定の

象印マホービン(株)

携帯用まほう びん
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自動車保険の分野にエ コマーク認定商品が登場

　 認定基準に関するお知らせで紹介し てい る よ う に、

エコマーク では ２０１０年１１ 月に新規商品類型 Ｎｏ.１４７

「損害保険Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０」 分類Ａ.自動車保険を制定し ま

した。 エコマーク認定の自動車保険は、事故の抑止と、

保険会社の取 り 組みや関係者に対し て環境配慮行動を

促す仕組みなどによ り 、 社会全体の環境負荷低減に結

びつけ る効果が期待さ れます。 これを受け、 ２０１０ 年

１２月に東京海上日動火災保険(株)、 三井住友海上火災

保険(株)、 (株)損害保険ジ ャパンの ３ 社の商品がエ コ

マーク の認定を取得し ま し た。 さ ら に ２０１１ 年 ２ 月に

は、 あいおいニ ッ セイ同和損害保険(株) が認定を取得

し ま し た （認定番号 １０ １４７ ００９）。

■４商品が認定を取得――東京海上日動火災保険(株)

　 東京海上日動火災保険（株） では、 環境理念に基づき

環境に配慮し た商品の開発を進め、 「 ト ータルアシ ス

ト 自動車保険」 「ＴＡＰ」 「 ト ータルアシス ト 超保険」 「フ

リ ー ト 事故削減ア シ ス ト 特約」 の ４ 商品に関 し エ コ

マーク の認定を取得し ま し た （認定番号 １０ １４７ ００１

～００４）。 こ の背景には、環境を重視する企業 と し ての

責務 と同時に、 自動車保険の選択において消費者に環

境の側面について考えて も ら う 、 契約者に環境保全へ

の貢献を実感し て も ら う 、 と いった視点があ り ます。

　 認定商品においては、 約款のペーパーレ ス化やエコ

安全 ド ラ イブ等に関する情報提供、 自動車修理時の リ

サイ クル部品の使用提案などの対応に加え、 ハイブ リ

ッ ド車や電気自動車等を対象とする 「Ｅｃｏ割引」、 同社

が取 り 組むマング ローブ植林プロ ジェ ク ト への参加促

進などの メ ニューが用意されています。

　 環境意識の高ま り を背景に顧客の評判も良 く 、 保険

販売代理店からはエコマーク認定商品の販売に積極的

に取 り 組む姿勢が感じ られる と のこ と です。 同社では

認定商品に対する消費者の認識を さ ら に高めてい く た

めに、 ポス ターやパンフ レ ッ ト などへのエコマーク の

表示等を通じ て情報発信を行ってい く 考えです。

◆東京海上日動火災保険(株) のウ ェブサイ ト

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｔｏｋｉｏｍａｒｉｎｅ-ｎｉｃｈｉｄｏ.ｃｏ.ｊｐ/

■自動車整備工場との連携によ り環境負荷を低減

――三井住友海上火災保険(株)

　 三井住友海上火災保険(株) では保険商品の販売にお

いて、 エコ安全ド ラ イブの促進、 リ サイ クル部品の活

用、 ウ ェブ約款等によ る紙資源の節減など を進めて き

ま し た。 自社の環境活動を さ ら に前進 さ せ る と と も

に、 環境に配慮し た行動を社会に広げる と い う 観点か

ら エコマーク の取得に取 り 組み、 「ＧＫ クルマの保険」

（家庭用・一般用） について認定を取得し ま し た （認定

番号 １０ １４７ ００５、００６）。

　 同社では上記の取 り 組みに加え、 整備工場の代理店

組織であるア ドバンス ク ラブを通じ、車両のエコ整備 ・

エコ車検の普及に努めています。整備工場に対しては、

「エコ ア ク シ ョ ン ２１」 の認証取得支援や関連セ ミ ナー

等の開催も行っています。 また、 顧客と と もに地球環

境保全に取 り 組む 「Ｇｒｅｅｎ Ｐｏｗｅｒサポーター」 におい

ては、 ウ ェブ約款、 電子契約手続、 リ サイ クル部品活

用、 エコ整備 ・ エコ車検の ４ つの取 り 組みの利用実績

に応じ て、 再生可能エネルギーの普及を推進 ・ 支援す

る事業など、 環境保全の取 り 組みに寄付し ています。

　 エコマーク認定を受け、 ア ド バン ス ク ラ ブでは ２ 月

～３ 月にエコマーク取得キャンペーンを計画してお り、

「ＧＫ クルマの保険」 の利用を促し てい く 予定です。

◆三井住友海上火災保険(株) のウ ェブサイ ト

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｍｓ-ｉｎｓ.ｃｏｍ/

器、 計 ９５ 品目が対象 と な っ てい ます （認定番号 １０　

１４６ ００８～０１１）。 携帯用まほ う びんに関し ては、 保

温 ・ 保冷機能に加え携帯性や手入れのしやすさ を重視

し、 多 く のユーザーが利用でき る よ う サイ ズや容量等

多様な ラ イ ンア ッ プを揃えています。 また、 真空断熱

構造によ り 熱を閉じ込める保温調理器は、 調理に伴 う

エネルギー消費の大幅な節減につなが り ます。

　 同社では、 今後も環境負荷の少ない製品の開発に注

力する と と もに、 エコマーク の認定取得にも積極的に

取 り 組んでい く 方針です。

◆サーモス(株) のウ ェブサイ ト

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｔｈｅｒｍｏｓ.ｊｐ/

エコマーク認定の

サーモス(株) 保温調理器
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認定基準に関するお知らせ

認定基準の制定

　 以下の認定基準が制定されま し たので、 お知らせいたし ます。

◆認定基準は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｎｉｎｔｅｉ.ｈｔｍｌ） をご覧 く ださい。

類型番号 商品類型名 制定日 有効期限

１４７ 損害保険 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０ 分類 A.自動車保険 （新基準） ２０１０ 年 １１ 月 ２９ 日 ２０１７ 年 １１ 月 ３０ 日

■商品類型 Ｎｏ.１４７ 「損害保険 Vers i on１.０」 分類 A.自動車保険

〈認定基準制定の背景〉

　 保険商品は、 商品そのものから生じ る環境負荷は大

き く あ り ませんが、 環境問題への対応を考え る上で、

事業活動に伴 う 環境 リ ス ク の軽減 ・ 分散を図る保険商

品の果たす役割は非常に大き い も のがあ り ます。 ま

た、 保険商品に付与される イ ンセンテ ィ ブによ り 契約

者等の環境配慮行動を促す、 と いった機能も注目され

ます。

　 本商品類型では、 損害保険の中から自動車保険につ

いて取 り 上げ、 保険会社だけでな く 保険契約者や自動

車整備工場など自動車保険を取 り 巻 く 関係者に対し て

環境配慮行動を促す仕組みと、 交通事故によ って生じ

る直接的、 間接的な環境負荷を低減するために事故を

削減する仕組みの ２ つの観点を評価し、 社会全体の環

境負荷低減に貢献する こ と を目的 と し ています。

認定基準の改定

　 以下の認定基準の軽微な改定が行われま し たので、 お知らせいた し ます （Ｖｅｒｓｉｏｎ は改定前のもの）。

◆改定点の詳細については、 （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｅｃｏｎｅｗｓ.ｈｔｍｌ#ｎｏ８３_１） から ご覧いただけます。

類型番号 商品類型名 改定日 改定のポイ ン ト

１０４ 家庭用繊維製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ２.７ ２０１１年 １月 １日
タオル、 バスマ ッ ト および関連製品における

未利用繊維の基準配合率の変更

１１７ 複写機 Ｖｅｒｓｉｏｎ２.８ ２０１１年 １月 １日
「 リ ユースに配慮さ れた複写機等」 の対象機

器に対する省エネ基準値の設定

１２８
日用品 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.１０ 分類 Ｃ.台所用水

切 り 、廃食用油吸収材、 食用油ろ過器
２０１０年１２月１３日

食用油ろ過器 「交換用カー ト リ ッ ジ」 への適

用範囲拡大

■自然環境保全に向け 「ＳＡＶＥ　ＪＡＰＡＮ プロジ ェ ク

ト 」 を推進――（株）損害保険ジャパン

(株)損害保険ジ ャパンでは、 「損保ジ ャパン環境方

針」 に基づき、 新商品 ・ 新サービ スの提供など本業を

通じ た取 り 組みに力を入れてお り 、 「エコ安全 ド ラ イ

ブ」 の推進に向けた情報提供、 自動車保険におけるエ

コ カー割引の導入など を行って き ま し た。 こ う し た取

り 組みに加え、 紙の節減に向けたウ ェブ約款の導入等

を進め、 個人用自動車総合保険 「ＯＮＥ-Ｓｔｅｐ」、 自動

車総合保険 「ＳＵＰ」 の ２商品に関しエコマーク の認定

を取得し ま し た （認定番号 １０ １４７ ００７、００８）。

　 同社のサービ スセン ター部門では、 事故発生時に、

修理可能な部品の補修や機能 ・ 性能に問題がない リ サ

イ クル部品の積極活用を図ってお り 、 部門本来の業務

を通じ て、 ＣＯ２の排出削減や資源循環の推進など環境

負荷の低減に取 り 組んでいます。

　 このほか、 顧客がウ ェブ約款を選択し た場合に保険

料の一部を環境 ＮＰＯ などに寄付し、 国内の希少生物

の生息環境の保全に役立て る 「ＳＡＶＥ　ＪＡＰＡＮプロ ジ

ェ ク ト 」 を推進し ています。 こ う し た取 り 組みへの協

力を促すために、 ウ ェブ約款を選択し た顧客の中から

抽選で旅行券や全国共通図書カー ド などが当たる キ ャ

ンペーン も実施し てい く 計画です。

◆ (株)損害保険ジ ャパンのウ ェブサイ ト

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｓｏｍｐｏ-ｊａｐａｎ.ｃｏ.ｊｐ /
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エコマーク表示方法の追加について

◆詳しい改定内容については、 エコマーク事務局ホームページをご覧 く ださい。

　 エコマーク の認定を取得し ている商品の中には、 商

品本体や包装にエコマーク が表示されていない も のが

少な く あ り ません。 そこでエコマーク事務局では、 マー

ク表示規定を改善し てマーク表示の使い勝手を向上さ

せるため、 ２０１０年６月から検討を行 う と と もに、 商品

の認定を取得し た企業に対する アンケー ト の実施、 企

画戦略委員会お よ び運営委員会で の議論 を 経 て 、

２０１１ 年 ３ 月よ り 新たなエ コ マーク 表示方法を追加す

る こ とにし ま した。今回の表示方法の追加においては、

既にエコマーク表示を行っている使用契約者に改版等

の負荷をかけないよ う 配慮し、 「エ コ マーク使用の手

引」 等の改定を行います。

〈表示方法の追加に伴う改定箇所〉

（１） 規定類の改定について （２０１１ 年 ３ 月 １ 日改定）

・ 現行の表示方法に、 マーク と認定情報によ る表示方

法を選択肢と し て追加。 また、 一定条件を満たす場

合にマーク単体での表示を認める特例等を整備。

（２） 商品類型毎の認定基準書の改定について （２０１１　

年 ３ 月 １ 日改定）

・ 新 「エコマーク使用の手引」 に定める新たな表示方

法も選択可能であ る こ と を明記 （全商品類型対象）。

・ 認定基準が要求する基準値を下限と し て表示する こ

と も選択可能であ る こ と を明記 （一部の商品類型を

除 く ）。

委員会報告

基準審議委員会 （第 ３ 回）

　 第 ３ 回基準審議委員会が ２０１０ 年 １２ 月 １３ 日に開催

されま し た。 審議 ・ 報告事項は以下の とお り です。

〈審議事項〉

１．エコマーク表示方法の追加に伴う 認定基準書の一部

改定について

２．エコマーク商品類型 （認定基準） の軽微な改定につ

いて （Ｐ.６ 参照）

（１） Ｎｏ.１０４ 「家庭用繊維製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ２.７」

（２） Ｎｏ.１１７ 「複写機 Ｖｅｒｓｉｏｎ２.８」

（３） Ｎｏ.１２８ 「日用品 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.１０」 分類 Ｃ. 台所

用水切 り 、 廃食用油吸収材、 食用油ろ過器

〈報告事項〉

３．商品ラ イ フ ス テージ環境負荷項目選定表の改定に

ついて

４．エ コ マーク での難燃剤の取 り 扱いに関する現状の

整理について （次回委員会にて審議予定）

５．第 ２５ 回エコマーク運営委員会について

６．エコマーク認定基準の制定について （Ｐ.６ 参照）

◆資料等詳細は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｅｃｏｎｅｗｓ.

ｈｔｍｌ#ｂ８３） をご覧下さい。

２０１１ 年度以降に取り組む新商品類型の選定結果について

２０１１ 年度以降に取 り 組む新規商品類型について、

昨年 １０ 月 １ 日～３１ 日に新規商品類型提案の募集を行

いま し た。 寄せられた提案な らびに事務局から の提案

を踏ま え審議を行った結果、 以下の １３ 件について、

２０１１ 年度以降に着手する新規商品類型 と し て選定、

または新規商品類型化の候補と し て さ ら に継続検討す

る こ と と な り ま し た。

○新規商品類型と し て選定する案件 （１ 件） 　

ＤＶＤ 機器　 （２０１１ 年 １ 月 １１ 日付で、 基準策定委員

会設置の手続き を公表し ま し た。）

○新規商品類型化の候補と し て継続検討とする案件

（１２ 件） 　五十音順 　 ◎ ： 優先度 〈高〉

◎エ コ フ ァ ン ド ／エ コ貯金等、 カーシ ェ ア リ ング、

環境配慮型歯ブラ シ、 ◎携帯電話、 ◎合成ス ラ ブ用

デッ キプレー ト 、 再生盛土材／再生基礎裏込材、

◎耐火鋼材 （建築構造物の柱 ・ 梁 ・ ブレースなどの

構造部材）、 廃植物繊維 （もみがら） を利用し たボー

ド／断熱材、 ◎引越サービ ス、 フ ラ イ ア ッ シ ュ ・ プ

ラ スチッ ク再生複合材、 ◎ホテル ・ 旅館、 卵殻を再

利用し た壁紙
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新しいエコマーク認定商品紹介パネルが完成しまし た

　 エコマーク認定商品の “こ こ がすごい” を分か り やす く 紹介し たパネル

を作成し ま し た。 商品ご と にエコマーク認定の特長を示し た もので、 １７種

の商品を取 り 上げています。

　 パネルは、 自治体や学校、 企業での環境イベン ト 等での展示用に貸し出

し を行っています。 全 １７ 枚セ ッ ト ま たは必要なパネルを選んでお使いい

ただけます。

　 パネルの貸し出し を希望される方は、 エコマーク事務局ホームページの

パネルの貸し出し案内ページの申込書にご記入の上、普及・国際協力課宛に

お送 り く だ さ い。 パネルの画像は こ ち ら のページでご確認いただけます。

（ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｐａｎｅｌ.ｈｔｍｌ）

お知らせ

グリーン購入法説明会に参加しています

　 環境省が ２０１１ 年 ２ 月～３ 月に実施し ている グ リ ーン購入法説明

会において、 エコマーク事務局が説明を行っています。

　 この説明会は、 国、 地方公共団体および事業者を対象に毎年全国

１０ ブ ロ ッ ク で実施 さ れてお

り 、 こ の中でエコマーク事務

局は、 グ リ ーン購入における

エコマーク の参考状況や、 グ

リ ーン購入法特定調達品目 と

エコマーク認定基準の対応状

況について説明し ています。

２月に ５ ヶ所で実施し、 ３月には福岡、 沖縄、 宮城、 北海道、 大阪、 東京

の ６ ヶ所で実施されます。 お申し込み ・ 詳細は環境省ホームページをご覧

く だ さ い。 （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｎｖ.ｇｏ.ｊｐ/ｐｏｌｉｃｙ/ｈｏｚｅｎ/ｇｒｅｅｎ/ｇ-ｌａｗ/ｂｌｏｃｋ_

ｂｒｉｅｆ/ｉｎｄｅｘ.ｈｔｍｌ）

　 また、 この説明会では、 エコマーク と グ リ ーン購入法特定調達品目の対

応関係を ま と めたパン フ レ ッ ト 「２０１１ 年度版エコ マーク と グ リ ーン購入

法特定調達品目」 を配布し ています。 エコマーク事務局ホームページから

も ダ ウ ン ロ ー ド い た だ け ま すので、 ご活用 く だ さ い。 （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.

ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｐｄｆ/ｇ_ｅｃｏ１１.ｐｄｆ）

「２０１１年度版エコマーク とグリーン

購入法特定調達品目」 パン フ レ ッ ト

エコマーク認定商品

紹介パネル （例）

グリーン購入法説明会の様子


